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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絞り操作部材と、
　回転中心部と駆動ピンが形成された、複数の絞り羽根と、
　前記絞り羽根それぞれの前記回転中心部を回転中心として前記絞り羽根を回動自在に支
持する羽根支持部材と、
　前記絞り羽根それぞれの前記駆動ピンが係合する第１カム溝を有する第１カム部材と、
　前記第１カム溝とは形状が異なる第２カム溝を有する第２カム部材と、
　前記絞り操作部材の回転駆動力を前記第２カム部材へ伝達する駆動力伝達部材と、
を備え、
　前記駆動ピンのうち少なくとも１つは、前記第１カム溝と前記第２カム溝の両方に係合
している、
ことを特徴とする絞り装置。
【請求項２】
　前記第２カム溝が前記第１カム溝よりも広い角度の範囲で前記駆動ピンを案内するカム
溝であることを特徴とする請求項１に記載の絞り装置。
【請求項３】
　前記第１カム部材と前記第２カム部材の間に、両者に接触する摩擦部材を有する、こと
を特徴とする請求項１又は２に記載の絞り装置。
【請求項４】
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　前記第１カム溝と前記第２カム溝の両方に係合する前記駆動ピンが、前記第２カム溝に
係合する軸部材と、該軸部材の外周に回動自在に設けられ前記第１カム溝に係合する転動
部材と、によって構成される、ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の
絞り装置。
【請求項５】
　前記第１カム部材が磁性体により形成され、前記第２カム部材の一部に磁石が備えられ
ていることを特徴とする請求項１、２、４のいずれか１項に記載の絞り装置。
【請求項６】
　前記回転中心部は穴であり、前記羽根支持部材に形成されたピンが係合していることを
特徴とする請求項１に記載の絞り装置。
【請求項７】
　前記回転中心部はピンであり、前記羽根支持部材に形成された穴に係合していることを
特徴とする請求項１に記載の絞り装置。
【請求項８】
　光学像を形成する複数の光学部材を有するレンズ装置であって、
　前記光学部材として請求項１乃至７のいずれか１項に記載の絞り装置を有するレンズ装
置。
【請求項９】
　請求項８に記載のレンズ装置と、
　該レンズ装置に接続され、前記複数の光学部材により形成された光学像を光電変換する
撮像素子を有するカメラ装置と、を含む撮像装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮影用レンズ装置に用いられる絞り装置に関し、特に回転操作によって絞り開
口径が変化する絞り装置及びそれを有するレンズ装置及び撮像装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、回転軸を備えた複数枚の絞り羽根を同一円周上に等角度間隔に配置し、絞り
羽根の回転軸周りの揺動によって絞り羽根内縁部の重なりで形成される絞り開口を変化さ
せる絞り装置が知られている。このような絞り装置では、絞り羽根に回転中心ピンと駆動
ピンが備えられており、固定位置に支持された回転中心ピンに対する駆動ピンの位置を、
円板状のカム板に形成されたカム溝でガイドする構造が一般的である。
【０００３】
　例えば、特許文献１では、６枚の絞り羽根の回転中心ピンを絞り羽根支持部材に形成さ
れた係合穴に嵌め、各駆動ピンに係合する６本のカム溝が形成されたカム板を回転させる
ことで絞り開口を変化させる絞り装置が開示されている。また、絞り装置をレンズ装置に
組み込んだ際には回転操作部材とカム板を直結し、手動による光量調節を可能としている
。
【０００４】
　絞り開口形状は撮影映像における主被写体の周辺のボケ味の良さに影響し、絞り開口形
状が円形に近いほど綺麗なボケ像を得ることができる。絞り開口形状を円形に近付ける手
段としては、絞り羽根の枚数を多くする方法が一般的に用いられている。特許文献２では
、１４枚の絞り羽根を構成することで開口形状をより円形に近くした絞り装置が開示され
ている。
【０００５】
　また、絞り装置は上記の理由から絞り開口形状が円形に近いことが求められるとともに
、細かい光量調節を可能とするため手動操作時の操作回転角度が広いことも求められてい
る。特に映画撮影用レンズのように、美しい映像と繊細な光量調節が共に要求されるレン
ズ装置においては、両者の機能の両立が求められる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－２９４６７８号公報
【特許文献２】特開２０１２－１２３２９９号公報
【特許文献３】特開平３－１８２７０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記の特許文献１，２に開示されているような従来技術では、絞り羽根
の駆動ピンをガイドするカム溝どうしが干渉することを回避しなければならない制約上、
絞り羽根の枚数を多くし、かつ操作回転角を大きくとることは困難であった。このため、
絞り開口を円形に近付けるために多数枚の絞り羽根を用いた絞り装置では、操作部材を介
して細かい光量調節を行うことができず、撮影上の障害となっていた。
【０００８】
　一方、上記の特許文献３のように、レンズ装置内部の回転部材の回転角度に対し、ロー
ラーを備えた差動機構を介して手動操作部材の回転角度を拡大する構造が一般的に知られ
ている。しかし、このような構造を絞り装置に適用すると、差動機構を含めた絞り装置全
体が大型化するといった課題があった。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、多数枚の絞り羽根による円形に近い絞り開口形状を備えつつ
、広い操作回転角により細かく光量調節することを可能にした、小型な絞り装置を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明の絞り装置は、絞り操作部材と、回転中心部と駆動
ピンが形成された、複数の絞り羽根と、前記絞り羽根の回転中心部を回転中心として前記
絞り羽根を回動自在に支持する絞り羽根支持部材と、前記絞り羽根それぞれの前記駆動ピ
ンが係合する第１カム溝を有する第１カム部材と、前記第１カム溝とは形状が異なる第２
カム溝を有する第２カム部材と、前記絞り操作部材の回転駆動力を前記第２カム部材へ伝
達する駆動力伝達部材と、を備え、前記駆動ピンのうち少なくとも１つは、前記第１カム
溝と前記第２カム溝の両方に係合している、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、多数枚の絞り羽根による円形に近い絞り開口形状を備えつつ、広い操
作回転角により細かく光量調節することを可能にした、小型な絞り装置を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例１の絞り装置を構成したレンズ装置の側面断面図
【図２】実施例１の絞り装置の要部透視図
【図３】実施例１の絞り装置の絞り羽根
【図４】実施例１の絞り装置の第１カム板におけるカム溝配置図
【図５】実施例１の絞り装置の第２カム板におけるカム溝配置図
【図６】図２のVI－VIから見た部分側断面図
【図７】図２のVII－VIIから見た部分側断面図
【図８】図２のVIII－VIIIから見た部分側断面図
【図９】図２のIX－IXから見た部分側断面図
【図１０】実施例１における２種のカム溝と絞り羽根の関係図
【図１１】実施例１における作動関係図の拡大表示図
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【図１２】実施例２の絞り装置の側面断面図
【図１３】実施例３の絞り装置の側面断面図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、本発明の好ましい実施の形態を、図１～図８に図示の実施例に基づいて詳細に
説明する。
【実施例１】
【００１４】
　本実施例の絞り装置が構成されたレンズ装置を有する撮像装置の側面断面図を図１に示
す。
【００１５】
　図２は本発明が適用される絞り装置の第１の実施形態における要部である、第１の絞り
羽根１００、第２の絞り羽根２００、第１カム板（第１カム部材）１１、第２カム板（第
２カム部材）２１の透視図である。図３は、（Ａ）絞り羽根１０１，２０１を撮像装置側
から見た図であり、及び（Ｂ）被写体側から見た図である。図４は第１カム板１１におけ
るカム溝配置図，図５は第２カム板２１におけるカム溝配置図である。図６は図２のVI－
VI方向から見た部分側断面図、図７は図２のVII－VII方向から見た部分側断面図、図８は
図２のVIII－VIII方向から見た部分側断面図、図９は図２のIX－IX方向から見た部分側断
面図である。また、図１、６～９では図中左方が被写体側であり、複数のレンズ（光学部
材）４１，４２，４３を含むレンズ装置４は撮影時には図中右方にて撮像素子５１０を有
するカメラ装置５００に接続され、撮像装置を構成する。撮像素子５１０は、複数のレン
ズ４１，４２，４３及び絞り羽根１０１，２０１を含む光学部材によって形成された光学
像を光電変換する。
【００１６】
　絞り装置１は図１、６～９に示すように絞り羽根支持筒(羽根支持部材)２と、２種の絞
り羽根１００，２００、２種のカム板１１，２１、押えワッシャ３によって構成される。
【００１７】
　第１絞り羽根１００と第２絞り羽根２００の２種は、いずれも図３（Ｂ）に示すように
被写体側の面に回転中心ピン（回転中心部）１０２，２０２が凸設され、図３（Ａ）に示
すように対面の撮像装置側の面には駆動ピン１０３，２０３が凸設されている。この２種
の絞り羽根は、図３に示すように板部１０１，２０１の形状が等しく、図７及び図９に示
すように、凸設された駆動ピン１０３，２０３の長さは、第１絞り羽根１００の駆動ピン
１０３よりも第２絞り羽根２００の駆動ピン２０３の方が長くなっている。本実施例にお
ける複数の絞り羽根は、６枚の第１絞り羽根１００と６枚の第２絞り羽根２００で構成さ
れ、図２に示すように交互に重なり合うように組み込まれ、回転中心ピン１０２，２０２
が絞り羽根支持筒２に設けられた係合穴２ａに係合している（図６、８）。
【００１８】
　２種の絞り羽根１００，２００の撮像装置側には、絞り羽根側から順に、第１カム板１
１と第２カム板２１が、絞り羽根支持筒２に対して円滑に回動可能に連設されている。２
種の絞り羽根１００，２００は、第１カム板１１と羽根支持筒２との間に挟持される。第
１カム板１１と第２カム板２１の間には両者に接触して挟持される摩擦部材である円環状
の摺動ワッシャ３１を有する。摺動ワッシャ３１により、第１カム板１１と第２カム板２
１の間には摩擦力による力が働く状態であり、絞り操作環（絞り操作部材）６等により、
第２カム板２１を回動させる力が加わった時に、同方向の力が第１カム板１１にも加えら
れるので、第１カム板１１の同方向への始動に必要な力を緩和することができる。第１カ
ム板１１と第２カム板２１と摺動ワッシャ３１は押えワッシャ３によって光軸方向の移動
が規制されている。
【００１９】
　第１カム板１１は図４に示すような１２本の第１カム溝１１ａを有し、第１絞り羽根１
００の駆動ピン１０３と第２絞り羽根２００の駆動ピン２０３が交互に各溝と係合してい
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る。
【００２０】
　上記構造により、絞り羽根支持筒２に対して第１カム板１１を光軸周りに回転させると
、駆動ピン１０３，２０３が第１カム溝１１ａに沿って案内され、絞り羽根１００，２０
０が回転中心ピン１０２，２０２を軸として揺動する。６枚ずつの絞り羽根１００，２０
０が同様に作動するため、絞り羽根１００，２００の重なりによって形成される絞り口径
を変更することができる。ここで、第１カム溝１１ａの最も光軸から離れた位置に駆動ピ
ン１０３，２０３が係合している時、絞り口径は開放状態である。そして、カム溝１１ａ
の最も光軸に近い位置に駆動ピン１０３，２０３が係合している時、絞り口径が最小の状
態となるようにカム溝１１ａが形成されている。
【００２１】
　一方、摺動ワッシャ３１を挟んで第１カム板１１に隣接する第２カム板２１には、図５
に示すような６本の第２カム溝２１ａが設けられている。この第２カム溝２１ａの最も光
軸から離れた位置の光軸からの距離は、第１カム溝１１ａの最も光軸から離れた位置の光
軸からの距離に等しい。また、第２カム溝２１ａの最も光軸に近い位置の光軸からの距離
は、第１カム溝１１ａの最も光軸に近い位置の光軸からの距離に等しい。６本の第２カム
溝２１ａには６枚の第２絞り羽根２００の駆動ピン２０３がそれぞれ係合している。
【００２２】
　上記構造により、絞り羽根支持筒２に対して第２カム板２１を光軸周りに回転させると
、駆動ピン２０３が第２カム溝２１ａに沿って案内され、絞り羽根２００が回転中心ピン
２０２を軸として揺動することとなる。絞り羽根２００の駆動ピン２０３は、直接、第２
カム板２１の第２カム溝２１ａと係合しているので、絞り羽根２００の駆動ピン２０３は
、第２カム板２１の回動により直接力を受けて揺動する。また、絞り羽根２００の駆動ピ
ン２０３は、第１カム板１１の第１カム溝１１ａと係合しているので、第２カム板２１の
回動により第１カム板１１も回動する。第１カム板１１が回動することにより、第１カム
板１１の第１カム溝１１ａと係合しているので、駆動ピン１０３を介して絞り羽根１００
も力を受けて、回転中心ピン１０２を軸として揺動する。
【００２３】
　本実施例においては、駆動ピン２０３が第２カム溝２１ａの最も光軸と離れた位置から
最も光軸に近い位置に至るまでに第２カム板２１が回転する回転角度は、絞り口径が開放
状態から最小絞り状態に至るまでに第１カム板１１が回転する回転角度よりも大きく、２
倍の回転角度となっている。
【００２４】
　本実施例の絞り装置１は図１のようにレンズ装置４の固定筒５の内径側に固定される。
外周に明るさを示す指標が彫刻された絞り操作環（絞り操作部材）６は、固定筒５の外周
に係合している。絞り操作環６は係合部が円滑に回運可能となっており、固定筒５の内径
側にまで延出する絞り連動ピン７をネジ穴６ａに螺設している。固定筒５の絞り操作環６
との係合部の一部には絞り連動ピン７が挿通する長溝５ａが配設され、絞りの操作回転角
の角度範囲で絞り連動ピン７が固定筒５と干渉することなく絞り操作環６と一体となって
回動可能となっている。絞り連動ピン７の先端部は、絞り装置１の第２カム板２１から延
出した連結腕部２１ｂの係合溝と係合している。図１において、連結腕部２１ｂはカメラ
装置５００側（撮像素子５１０側）に延出しているが、延出方向はこれに限られない。絞
り操作環６の光軸周りの回転により第２カム板２１に回転駆動力が伝達されるならば、延
出方向はどのような方向であってもよい。絞り連動ピン７と連結腕部２１ｂは、絞り操作
環（絞り操作部材）６の回転駆動力を第２カム板（第２カム部材）２１，２２へ伝達する
駆動力伝達部材を構成する。
【００２５】
　以上のように構成された本実施例の絞り装置１の絞り操作に伴う作動について図１０を
用いて以下に説明する。
【００２６】
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　図１０は第１カム板１１と第２カム板２１と第２絞り羽根２００の連動を模式的に示し
た関係図であり、各部品を透過させた状態で重ね合わせたものである。なお、１箇所の羽
根の動きに着目するため、第２カム溝２１ａおよび第２絞り羽根２００をそれぞれ１つ分
のみ図示している。
【００２７】
　まず、絞り装置１の絞り口径が最大の絞り開放状態から絞り口径を小さく絞っていく場
合について考える。
【００２８】
　絞り開放状態において、第２絞り羽根２００の駆動ピン２０３は第１カム溝１１ａ，第
２カム溝２１ａ双方の光軸から最も離れた位置で係合し、第１カム板１１と第２カム板２
１と第２絞り羽根２００は図１０（Ａ）に示す位置関係となる。
【００２９】
　次に、絞り操作環６を光軸周りに回転させると、連結されている絞り連動ピン７を介し
て第２カム板２１に回転駆動力が伝達され、第２カム板２１が絞り操作環６と同じ角度だ
け回転する。第２カム板２１の第２カム溝２１ａと第２絞り羽根２００の駆動ピン２０３
は係合しているため、第２カム板２１の回転に伴って第２絞り羽根２００の駆動ピン２０
３は光軸に近づく方向に案内される。
【００３０】
　ここで、第２絞り羽根２００の駆動ピン２０３は第１カム溝１１ａと第２カム溝２１ａ
の両方と係合しているため、第２カム溝２１ａによって案内された位置で駆動ピン２０３
と第１カム溝１１ａが重なる位相まで、第１カム板１１は図１０Ｂのように回転されてい
なければならない。すなわち、第２カム板２１の回転と同時に、駆動ピン２０３を介して
第１カム板１１は従属的に同方向に回転することとなる。図１０Ｂの状態の拡大図を図１
１に示す。
【００３１】
　駆動ピン２０３の光軸に近づく力が第１カム溝１１ａに加わり、第１カム溝１１ａの傾
斜面における垂直方向に働く力の周方向成分が第１カム板１１を回転させる回転力となる
。本実施例においては、この回転力が計６箇所の駆動ピン２０３で発生することに加え、
第１カム板１１および第２カム板２１と摺動ワッシャ３１との間の摩擦抵抗力を介して第
２カム板２１の回転力が第１カム板１１に伝達される。このため、第１カム板１１は同方
向に円滑に従動することができる。
【００３２】
　絞り操作環６とともに第２カム板２１が回転することで、図１０には不図示の５枚の第
２絞り羽根２００も駆動ピン２０３が第２カム溝２１ａに案内されて図示した絞り羽根と
同様に揺動する。また、従属的に第１カム板１１が回転することで、不図示の６枚の第１
絞り羽根１００も駆動ピン１０３が第１カム溝１１ａに案内されて図示した絞り羽根と同
様の揺動を生じる。
【００３３】
　絞り操作環６をさらに最小絞りまで回転させると、第２カム板２１が絞り操作環６と同
じ角度だけ回転すると同時に、駆動ピン２０３が第２カム溝２１ａおよび第１カム溝１１
ａの光軸に最も近い位置に案内され、これに伴って第１カム板１１もさらに回転する。こ
の最小絞りの状態において、第１カム板１１と第２カム板２１と第２絞り羽根２００は図
１０Ｃに示す位置関係となる。図中には、絞り開放状態から最小絞りに至るまでの第２カ
ム板２１の回転量を実線の矢印で、第１カム板１１の回転量を破線の矢印で示している。
図より明らかなように、絞り操作環６と等しい角度で回転する第２カム板２１の回転量と
第１カム板１１の回転量は大きく異なり、第１カム板１１の回転量は第２カム板２１の回
転量の半分となる。
【００３４】
　上述の絞り装置１の作動は絞り口径を最小絞りから開放状態へ大きくしていく場合も同
様であり、第２カム板２１の回転に応じて第１カム板１１が従動し、第１カム溝１１ａと
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第２カム溝２１ａの案内によって１２枚の絞り羽根が等しく揺動する。そして、この時の
第１カム板１１の回転量は第２カム板２１の回転量の半分となる。
【００３５】
　本実施例の絞り装置によれば、１２枚という多数の絞り羽根で絞り口径を形成するとと
もに、１２枚の絞り羽根の姿勢を制御するカム板の回転角度よりも広い、その２倍の回転
角度で操作環を操作可能である。すなわち、円形に近い絞り開口形状を備えつつ、広い操
作回転角により細かく光量調節することができる。
【００３６】
　なお、上述の実施例では、第２カム溝２１ａで案内する第２絞り羽根２００の数を絞り
羽根総数の半数としたが、本絞り装置の作動はこの数に制限されるものではなく、第２絞
り羽根２００の数は１つ以上あれば同様な作動が可能である。
【００３７】
　また、本実施例では、第１カム板１１に対して第２カム板２１の回転量が２倍となるよ
うなカム溝形状の関係としたが、第２絞り羽根２００の数を減らせば、第２カム溝２１ａ
どうしが干渉しない範囲内で第２カム板２１の回転量を増やすことも可能である。
【００３８】
　さらに、第２カム板２１の回転量と第１カム板１１の回転量の関係は線形に比例する関
係である必要はなく、非線形に回転量が拡大されるようなカム溝形状の関係であっても良
い。
【００３９】
　本実施例においては、第１絞り羽根１００と第２絞り羽根２００の２種の回転中心部と
して図３（Ｂ）に示すように被写体側の面に凸設された回転中心ピン１０２，２０２が、
絞り羽根支持筒２に設けられた係合穴２ａに係合している構成（図６、８）を例示したが
、本発明はこの構成に限定されることはない。第１絞り羽根１００と第２絞り羽根２００
の２種の回転中心部として被写体側の面に設けられた穴に、絞り羽根支持筒２に設けられ
たピンが係合するように構成しても同様の作用効果を発揮することができる。
【実施例２】
【００４０】
　図１２は本発明が適用される絞り装置の第２の実施形態における側面断面図である。実
施例１と同一符号は同じ部材を示している。以下、実施例１と構成が異なる点について説
明する。
【００４１】
　第２絞り羽根２１０は被写体側の面に回転中心ピン２０２が凸設され、対面の撮像装置
側の面には駆動ピン２１３が凸設されている。駆動ピン２１３は長さの約半分の位置より
も被写体側の径が細くなっており、小径部（軸部材）２１３ａの外周にはローラー（転動
部材）２１４が回動自在に係合している。２種の絞り羽根１００,２１０の撮像装置側に
は第１カム板１１と第２カム板２１が、絞り羽根支持筒２に対して円滑に回動可能に連設
されている。第１カム板１１と第２カム板２１の間には摩擦抵抗の少ない材質から成る円
環状の滑りワッシャ（摩擦部材）３２が挟まれ、第１カム板１１と第２カム板１２と滑り
ワッシャ３２の３つは抑えワッシャ３によって光軸方向の移動が規制されている。第１カ
ム板１１は１２本の第１カム溝１１ａを有し、第１絞り羽根１００の駆動ピン１０３と第
２絞り羽根２１０の駆動ピン２１３の外周部のローラー２１４が交互に各溝と係合してい
る。
【００４２】
　上記構造により、第１カム板１１を光軸周りに回転させると、駆動ピン１０３およびロ
ーラー２１４が第１カム溝１１ａに沿って案内され、絞り羽根１００，２１０が回転中心
ピン１０２，２０２を軸として揺動し絞り口径を変更することができる。
【００４３】
　一方、滑りワッシャ３２を挟んで第１カム板１１に隣接する第２カム板２１には６本の
第２カム溝２１ａが設けられ、６枚の第２絞り羽根２１０の駆動ピン２１３がそれぞれ係
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合している。駆動ピン２１３が第２カム溝２１ａの最も光軸と離れた位置から最も光軸に
近い位置に至るまでに第２カム板２１が回転する回転角度は、絞り口径が開放状態から最
小絞り状態に至るまでに第１カム板１１が回転する回転角度よりも大きく、本実施例にお
いては２倍の回転角度となっている。
【００４４】
　以上のように構成された本実施例の絞り装置８の作動について以下に説明する。
　まず、絞り装置８の絞り口径を小さく絞っていく場合について考える。
【００４５】
　不図示の絞り操作環６を介して第２カム板２１を回転させると、第２カム板２１の第２
カム溝２１ａと第２絞り羽根２１０の駆動ピン２１３が係合しているため、駆動ピン２１
３は光軸に近づく方向に案内される。駆動ピン２１３は小径部２１３ａのローラー２１４
が第１カム板１１の第１カム溝１１ａとも係合しているため、第２カム板２１の回転と同
時に、駆動ピン２１３とローラー２１４を介して第１カム板１１は従属的に回転すること
となる。この時、駆動ピン２１３およびローラー２１４の光軸に近づく力が第１カム溝１
１ａに加わり、第１カム溝１１ａの傾斜面における垂直反力の周方向成分が第１カム板１
１を回転させる回転力となっている。本実施例においては、回動自在なローラー２１４が
第１カム溝１１ａに当接しているため、第１カム溝１１ａの傾斜面に発生する摩擦抵抗が
極めて少ない。このため、計６箇所のローラー２１４当接部で発生するこの回転力のみで
第１カム板１１は円滑に従動することができる。第１カム溝１１ａと第２カム溝２１ａが
それぞれ駆動ピン１０３およびローラー２１４を案内する角度範囲の関係より、第１カム
板１１の回転量は第２カム板２１の回転量の半分となる。第２カム板２１と従属的に第１
カム板１１が回転することで、６枚ずつの第１絞り羽根１００と第２絞り羽根２１０が等
しく揺動し、絞り口径の形状が変更される。
【００４６】
　上述の絞り装置８の作動は絞り口径を最小絞りから開放状態へ大きくしていく場合も同
様であり、第２カム板２１の回転に応じて第１カム板１１が従動し、第１カム溝１１ａと
第２カム溝２１ａの案内によって１２枚の絞り羽根が等しく揺動する。そして、この時の
第１カム板１１の回転量は第２カム板２１の回転量の半分となる。
【００４７】
　上記のように、本実施例の絞り装置によれば、１２枚という多数の絞り羽根で絞り口径
を形成するとともに、１２枚の絞り羽根の姿勢を制御するカム板の回転角度よりも広い、
その２倍の回転角度で操作環を操作可能である。すなわち、円形に近い絞り開口形状を備
えつつ、広い操作回転角により細かく光量調節することができる。
【００４８】
　なお、本発明の絞り装置においては、第１カム溝１１ａと第２カム溝２１ａの傾斜方向
は同一であることが望ましいが、本発明はそれに限定されることはない。本実施例の構造
は、第１カム溝の傾斜面に伝達される力から発生する回転力のみで第１カム板が従動する
ため、第２カム板の回転に対する第１カム板の回転方向は同方向であっても逆方向であっ
ても本実施例の構造は成立する。
【００４９】
　上述の実施例では、第２カム溝２１ａで案内する第２絞り羽根２１０の数を絞り羽根総
数の半数としたが、本絞り装置の作動はこの数に制限されるものではなく、第２絞り羽根
２１０の数は１つ以上あれば同様な作動が可能である。
【００５０】
　また、本実施例では、第１カム板１１に対して第２カム板２１の回転量が２倍となるよ
うなカム溝形状の関係としたが、第２絞り羽根２１０の数を減らせば、第２カム溝２１ａ
どうしが干渉しない範囲内で第２カム板２１の回転量を増やすことも可能である。
【００５１】
　さらに、第２カム板２１の回転量と第１カム板１１の回転量の関係は線形に比例する関
係である必要はなく、非線形に回転量が拡大されるようなカム溝形状の関係であっても良
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い。
【実施例３】
【００５２】
　図１３は本発明が適用される絞り装置の第３の実施形態における部分側断面図である。
図１３は、図２のIX－IXから見た実施例１の図９に対応する部分側断面図である。実施例
１と同一符号は同じ部材を示している。以下、実施例１と構成が異なる点について説明す
る。
【００５３】
　第１絞り羽根１１０と第２絞り羽根２２０は、いずれも被写体側の面に回転中心ピン１
０２，２０２が凸設され、対面の撮像装置側の面には駆動ピン１０３，２０３が凸設され
ている。この２種の絞り羽根の板部１１１，２２１は、形状が等しく、非磁性体によって
形成されていることを特徴とする。２種の絞り羽根１１０，２２０の撮像装置側には第１
カム板１２と第２カム板２２が、絞り羽根支持筒２に対して円滑に回動可能に連設されて
いる。第１カム板１２は磁性体によって形成され、第１カム板１２が有する１２本の第１
カム溝１１ａには第１絞り羽根１１０の駆動ピン１０２と第２絞り羽根２２０の駆動ピン
２０３が交互に係合している。一方、第１カム板１２に隣接する第２カム板２２には６本
の第２カム溝２１ａが設けられ、６枚の第２絞り羽根２２０の駆動ピン２０３がそれぞれ
係合している。また、第２カム板２２の一部には磁石１０が固定されている。
【００５４】
　駆動ピン２０３が第２カム溝２１ａの最も光軸と離れた位置から最も光軸に近い位置に
至るまでに第２カム板２２が回転する回転角度は、絞り口径が開放状態から最小絞り状態
に至るまでに第１カム板１２が回転する回転角度よりも大きく、本実施例においては２倍
の回転角度となっている。
【００５５】
　第１絞り羽根１１０の駆動ピン１０３先端と第２カム板２２との干渉を防ぐとともに、
磁石１０と磁性体である第１カム板１２との間に働く吸引力をコントロールするために、
第１カム板１２と第２カム板２２の間には円環状のワッシャ（摩擦部材）３３が挟まれて
いる。
【００５６】
　以上のように構成された本実施例の絞り装置９の作動について以下に説明する。
【００５７】
　不図示の絞り操作環６を介して第２カム板２２を回転させると、駆動ピン２０３の光軸
に近づく力が第１カム溝１１ａに加わり、第１カム溝１１ａの傾斜面における垂直反力の
周方向成分が第１カム板１２を回転させる回転力として働く。これに加え本実施例におい
ては、磁石１０の吸引力により、第１カム板１２と第２カム板２２の間にワッシャ３３を
介した一定の摩擦力が働き、第２カム板２２の回転力が第１カム板１２に伝達されるため
、第１カム板１２は同方向に円滑に従動することができる。第１カム溝１１ａと第２カム
溝２１ａがそれぞれ駆動ピン１０３，２０３を案内する角度範囲の関係より、第１カム板
１２の回転量は第２カム板２２の回転量の半分となる。第２カム板２２と従属的に第１カ
ム板１２が回転することで、６枚ずつの第１絞り羽根１１０と第２絞り羽根２２０が等し
く揺動し、絞り口径の形状が変更される。
【００５８】
　上記のように、本実施例の絞り装置によれば、１２枚という多数の絞り羽根で絞り口径
を形成するとともに、１２枚の絞り羽根の姿勢を制御するカム板の回転角度よりも広い、
その２倍の回転角度で操作環を操作可能である。すなわち、円形に近い絞り開口形状を備
えつつ、広い操作回転角により細かく光量調節することができる。
【００５９】
　また、本実施例の構造では、磁石１０の吸引力により第１カム板１２および第２カム板
２２とワッシャ３３との間の摩擦力を一定の値にコントロールすることが容易であるため
、安定した操作トルクを得ることができる。さらに、駆動ピン１０３，２０３を磁性体と
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した場合には、磁力によって駆動ピン１０３，２０３がカム板のカム溝１１ａおよび２１
ａに片寄せされるため、絞り操作に対する絞り口径変化の追従性や精度を高めることもで
きる。
【００６０】
　上述の実施例では、第２カム溝２１ａで案内する第２絞り羽根２２０の数を絞り羽根総
数の半数としたが、本絞り装置の作動はこの数に制限されるものではなく、第２絞り羽根
２２０の数は１つ以上あれば同様な作動が可能である。
【００６１】
　また、本実施例では、第１カム板１２に対して第２カム板２２の回転量が２倍となるよ
うなカム溝形状の関係としたが、第２絞り羽根２２０の数を減らせば、第２カム溝２１ａ
どうしが干渉しない範囲内で第２カム板２２の回転量を増やすことも可能である。
【００６２】
　さらに、第２カム板２２の回転量と第１カム板１２の回転量の関係は線形に比例する関
係である必要はなく、非線形に回転量が拡大されるようなカム溝形状の関係であっても良
い。
【００６３】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
【符号の説明】
【００６４】
１，８，９　・・・絞り装置
２　・・・絞り羽根支持筒（羽根支持部材）
１００，１１０　・・・第１絞り羽根
２００，２１０，２２０　・・・第２絞り羽根
１０２，２０２　・・・回転中心ピン
１０３，２０３，２１３　・・・駆動ピン
１１，１２　・・・第１カム板（第１カム部材）
２１，２２　・・・第２カム板（第２カム部材）
１１ａ　・・・第１カム溝
１２ａ　・・・第２カム溝
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